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平成27年11月26日（木）　　　司会：慶長　孝太　　記録：馬場　勇治

	小笠原
	東
	矢幅
	小嶋
	菅原
	慶長
	鳥谷部
	服部
	戸賀沢
	三浦
	工藤

	業務
	業務
	業務
	業務
	業務
	〇
	業務
	業務
	○
	業務
	○

	藤田
	川井
	佐々木
	油津
	會津
	馬場
	
	
	
	
	

	○
	○
	業務
	業務
	業務
	○
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・第6回院内研修について。
日時：12/2(水)　12/3(木)　17:15～17:45　　場所：メンタル病棟3階　会議室
テーマ：「精神科における医療安全管理」　　講師：村松　健吾氏
・ケアアセスメントについて、各自、担当利用者に聞き取りをおこない、12/4（金）までに入力をしていくこと。
・総務より平成27年年末調整について
平成27年年末調整の書類の提出期限が11/26（木）までとなっているが、会計事務所に提出する関係上、まだマイナンバーが届いていない方も未記入のままで、できる限り26日までの提出すること。
＜利用者様情報＞
・土佐　将志様～表情冴えず「膝の調子が悪いので、少し休んでいいですか？」と話し掛けがある。見学でも良い事を伝えるが、青山荘へ戻っている。本人から電話があり「精神的に不安定なので休みます。」との事。状況確認すると、青山荘で「苦手な人（寺沢　彩様）がいる。利用日以外も居るから行きたくない。」と話していたとの情報提供がある。青山荘スタッフより、デイケアは対人関係を学ぶ為に行くよう促しを行い、デイケアスタッフからも気持ちが落ち着いたら、来所するよう促している。来所した際には様子観察していく。

・野月　利章様～表情暗く来所している。その後、母様が荷物を届けてくれた際に「友達が亡くなって、不安定みたいです。」と話がある。「少し休みたい。」と話しており、午前は静養室で休んでいる。午後昼食を摂取しホールにて過ごしている。引き続き様子確認し、訴えある時には傾聴していく。
・繁名　和恵様～本人より電話があり、「3日前に鳥の赤ちゃんをお腹から産んだんです。そこが痛くて…。」との事。詳細確認すると「生理の出血が多くて、ご飯もあまり食べれないので休みます。」と話している。来所し体調確認したい事を伝えるが、欠席となる。グループホーム世話人へ情報提供している。
・藤村　翔　様～昼食後、テレビに向かって声を荒げており状況確認。テレビに映る女性を指差し「あの女が言ったんだ」「あんた50で死ぬよと言われた」「俺は80まで生きるよ」と表情硬くし話している。スタッフが傾聴すると一時落ち着くが、その後再び独語見られる。確認すると「エリーという女が悪人なんだ」「50になったら人を殺すと言っている」との事。再度スタッフが傾聴していくと、表情穏やかになり以後声を荒げることはない。引き続き、様子観察を行っていく。

・馬渡　武光様～青風荘より情報提供あり。昨日19:30喫煙終了後、股下が濡れており声を掛けると素直に「着替えてきます」と自室へ戻り履き替えているとの事で不機嫌さはない。本日失禁している様子は見られていない。引き続き様子確認を行っていく。

・奥山似依子様～10日位前から22：00から2：00か3：00頃に眼が覚めると話される。確認すると不調ではないとの事。以前は、洗濯がある時は4：00、洗濯がない時は6：00に眼が覚めていたと話しており、睡眠時間を確保したいのであれば、問診時に担当医へ相談するよう説明している。問診時の様子や体調について確認していく。

・千葉　輝夫様～乗車予定のバスに乗っておらず、スタッフが自宅に訪問している。本人は自宅におり、スタッフと一緒に来所されている。来所後、今朝の様子を尋ねると、「外には出てないし、何もしてなかったと思う」との事。話をしていくうちに徐々に来所日の行動を思い出してきており、「何も感じてなかったんだろうね」「いつもは8時のバスに乗って行くのにね」と、スタッフに笑顔で話されている。引き続き来所日には所在確認を行ない来所出来ているか確認していく。

・八木橋牧雄様～来所時、血圧143/95mmHg、体温36.8℃。体調を確認すると「体中ギシギシする」と話しており、痛みがあるとの事。酒臭なく、手指振戦は見られているが、昨日よりは改善されている。18：30血圧138/96mmHg、体温36.7℃。19：30血圧133/89mmHg、体温37.1℃。その後も全身の痛みがあると話している。スタッフより無理なく過ごすよう伝えている。他者と表情良く麻雀をしながら定時まで穏やかに過ごしている。引き続き来所時には体調を確認し、様子観察を行っていく。

＜外来情報＞

奥山似依子様～3～4時に起きるとの事にてブロチゾラム0.25　1錠中止。フルニトラゼパム1mg　1錠に変更。効果ないようであれば、増量可能。

前野　義勝様～インフルエンザ予防接種予定であったが、昨日より風邪症状あり、根城内科受診し、点滴施行。本日体温37.0℃、鼻水、頭痛、倦怠感あり、ソリタT3　500ml＋ダイビタミックス1A＋アスコルビンサン1A点滴施行、うがい薬処方。うみねこ幸房に戻らず、帰宅している。

土佐　将志様～予約時間での受診時は通所利用を増やしたいと話されていたが、苦手とするメンバー様を見かけ、気持ちの変化を抑えられず、再度受診。ジアゼパム（10）1/2A筋注し青山荘に帰荘している。

＜事例検討会＞

カンファレンスシート（高阪　博英様）

実施日：H27年11月26日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：慶長　川井　馬場

検討内容目標と計画の評価

	氏名
	高阪　博英
	性別
	男
	年齢
	60
	生年月日
	S29年　8月 21日

	主病名
	アルコール依存症
	合併症
	肝硬変・食道静脈瘤・慢性膵炎・C型肝炎

	治療方針（医師の指示）
	断酒の継続

	本人希望
	外来受診、デイケア利用を継続しながら現状の生活を維持したい。

（後々は八戸での生活を考えている。）

	家族希望
	断酒した生活の維持。

	入院歴
	計5回（最終：H26年3月11日～H26年4月24日）

	通所歴
	4回目

· 前回：H25年6月28日～H26年3月11日

· 今回：Ｈ26年5月2日～現在　　（週3回/月、火、金曜日）

	その他サービス利用
	訪問看護・五福　　利用期間　　H25.6～

	住居：アパート単身生活
	家族構成
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保護者：妹

	利用制度
	手帳　なし
	
	他　生活保護、自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再飲酒なく、現在の生活を維持する。
	継続して治療を行い、断酒を継続する。
	①デイケア、訪問看護、他科受診を継続して行う。
	①利用日には継続して利用し、断酒を継続する。アルコール依存症治療プログラムへの参加を促し、飲酒やアルコールに対する本人の訴えを確認していく。

	
	
	②病状に変化が見られた際は、すぐに相談をし、対処できるようになる。
	②不安をため込まずに、不安を解消していく。不安や悩みがあった際にはすぐに相談するように促し、早期解消を図っていく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①デイケア、訪問看護、他科受診を継続して行う。


	継続して利用できている。
以前の仕事の手伝いに関しては、忙しいと話しているが、楽しみながら問題なくやっているとのこと。仕事場でお酒を見るとのことだが、飲みたいとは思わないと話している。飲酒欲求については、全くないわけではないとのことだが、飲むことはない。デイケアでの調理教室に積極的に参加しており、「デイケアに来るのが楽しみになってきた」とも話している。
	継続的に行うことが出来ており、維持出来ている。デイケアを楽しみの一つとして捉える事で来ており、再飲酒することなく過ごしている。現状維持の為、計画継続とする。

	②病状に変化が見られた際は、すぐに相談をし、対処できるようになる。
	不安と話していた借地代については、催促される事無く、少しずつ返済しているとのこと。支払いに関して問題はないとのこと。落ち着いてきたら、改めて今後の生活を考えていきたいと話している。デイケアの利用日に関して問診の都合により変更希望あり、担当医が変更した時に相談してみるとのこと。
	現在、不安の訴えなく過ごすこと出来ている。何かあった際にはスタッフに相談すること出来ている。今後も現状維持の為、引き続き計画継続とする。

	
	
	今後、体重や物忘れに関して変化が見られた場合には新たに計画に加える事とする。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	再飲酒なく、現在の生活を維持する。
	継続して治療を行い、断酒を継続する。
	①デイケア、訪問看護、他科受診を継続して行う。


	①利用日には継続して利用し、断酒を継続する。アルコール依存症治療プログラムへの参加を促し、飲酒やアルコールに対する本人の訴えを確認していく。

	
	
	②病状に変化が見られた際は、すぐに相談をし、対処できるようになる。
	②不安をため込まずに、不安を解消していく。不安や悩みがあった際にはすぐに相談するように促し、早期解消を図っていく。


